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2 一 飲食 の 礼儀 作法 
() ムスリム の 食物 は 合法 的 か つよ いも の で ある こと : 


1 一 下 語 の アッ テー 人 は 作ら れ ま し た , 
信仰 する 者 た ちよ 、 わ れ ら (アッ ラー の こと ) が あな た 方 に 与え た よき も の 
を 食べ よ 。 そ し て あな た 方 が 本 当 に か れ (アッ ラー) を 上 祭 拝 す る の な ら 、 か 
れ に 感謝 せよ 。 還 (クル アー ン 2 : 172) 


2 一 至高 の アッ ラー は こう 仰 ら れ ま し た : 丁 
トー ラー と 福音 書 の 中 に 記さ れ て いる の を 彼ら (啓典 の 民 ) が 見 出す と ころ 
の 、 文 盲 の 使徒 、 預 言 者 に 従う 者 た ち 。 彼 こそ は 善 を 勧め 悪 を 禁じ 、 彼 ら に 
よき も の を 合法 な も の と し 、 悪 し き 物 を 彼ら に 禁じ る 。 嘱 (クル アー ン 7 : 1 
57) 


@ 食事 前 に アッ ラー の 御名 を 唱え 、 自 分 の 手前 に ある 物 か ら 手 を 
付け る こと : 


1 ニー ウマ ル ・ ブ プシ ・ ア ビー・ ザ ラマ ( 彼 に デッラ テー の ご 満 憶 あ れ ) は 言い 
まし た : 「 預 言 者 ( 彼 に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) 時 代 、 私 は 幼い 子 
供 で し た 。 そ し て 私 の 手 は 、 (食事 の 載っ て いる ) 息 の 上 を (お 目当て の 物 
を 探し て ) さま よっ て いた も の で す 。 それ で アッ ラー の 使徒 ( 彼 に アッ ラー 
か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は 私 に 言い まし た : “ 僕 、 ア ッ ラ ー の 御名 を 唱え る 
ん だ 。 そ し て 右手 で 、 自 分 の 手前 の 物 か ら 食 べべ 始め る ん だ ぞ 。"” そし て 私 は 
現在 に 至る ち ま で 、 そ の 食べ 方 に 従っ て いる の で す 。」 (アル テ ブ ハー リー と 
ムスリム の 伝承 ) 














ーー イ リク ツア ャ マス の ウード ( 邊 に アデ アッ ラー の ご 商人 旧 あ れ ) 言い まし た た:【 
アッ ラー の 使徒 ( 彼 に アッ ラー か ら の 平安 と 祝福 あれ ) は 言い まし た : “ 食 
事前 に アッ ラー の 御名 を 唱え る こと を 忘れ た 者 は 、 そ れ を 思い 出し た 時 に こ 
う 唱 える の だ : 「 (この 食事 の ) 始ま り と 終わ り に 、 ア デッラ ー の 御名 におい 
て 。」 そ うす れ ば 彼 は 新た に 食事 に 向かい 、 被 る は ず だ っ た 悪し き 物 を 回 避 
する こと が 出来 る の だ 。" 」 (イプ ン ・ ヒ モッ パー ンジ と イプ ン ・ ア デア ッ ー テ スン ニテ 
ー の 伝承 うり 
































彰 右手 で 飲食 する こと : 





イブ ン ・ ウ マル (彼ら に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) に よれ ば 、 ア デッラ ー の 使 
徒 ( 彼 に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は 言い まし た : 「 食 べ る 時 は 右手 で 
食べ よ 。 そ し て 飲む 時 は 右手 で 飲む な の だ 。 と いう の も シャ イタ ー ン (悪魔 ) こそ が 
左手 で 食べ 、 左 手 で 飲 ゅ の だ か ら 。」 (ムスリム の 伝承 り 


@ 飲ん で いる 時 、 容 器 の 外 で 息 を つく こと : 





! サモ ー フ ・ ア ルー ブ ハ ー リ ー (5876) 、 サ ヒー フ ・ ム スリ ム (2022) 。 文章 は アル ニブ プ ハ ー リ ー の も の 。 

2 

真正 な 伝承 。 サ ヒー フ ・ イ プン ・ ヒ ッ パ ー ン (5213) 、 イ プン ・ ア ッ ニ スン ニー (461) 。 ア ッ ニ スィ イル スィ ラ ト ・ 
アッ ニテ サ ヒー ハム (198) 参照 。 

3 サ ヒ ー フ ・ ム スリ ム (2020) 。 











アナ ス (後に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) は 言い まし た : 「 ア ッ ラ ー の 使徒 ( 
彼 に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は ( 何 か を ) 飲む 時 、3 度 呼吸 を 置い た 
も の で し た 。 そ し て こう 言い まし た : “(これ は ) 最も 潤 わ せ 、 ( 渦 き の 苦 
し み を ) 癒し 、 喉 心地 の よい も の で ある 。” 」 (アル ミ ブ ハー リー と ム ス リ 
ム の 伝承 り 











@ 他人 に 飲ま せる 方 法 : 


アナ ス ・ ブ ン ・ マ ー リ ク ( 彼 に アッ ラー の ご 満悦 あ れ ) に よれ ば 、 ア デア ッ ラー 
の 使徒 ( 彼 に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) の と ころ ( NII 
乳 が 運 ば れ て 来 ま し た 。 彼 の 右側 に は ベ ド ウィ ン の 男 、 左 側 に は アブ ー・ 
クル が いま し た が 、 境目 られ あ 作 の で NG ふ と ペ ドウ ワッ ン の 男 に 
し まし た 。 そ し て こう 言い まし た : “ 話 か ら 右 に (優先 的 に 回 す の だ ) 。”" 
| . デ ルー デジパ ペー リー と ムスリム の 令 承 うり 























@ 立っ て 飲ま な いこ と : 


1 一 アブ ー・ サ イー ド ・ ア ル テ フ ドッ ゥ リー ( 彼 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) 
こよ れ ば 、 預 言 者 ( 彼 に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は 立ち な が ら 飲 む 
剖 NHK の の の 





2 一 アブ ー・ フ ライ ラ ( 彼 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) に よれ ば 、 預 言 者 ( 
彼 に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は 立ち な が ら 飲ん で いる 男 を 見 て 、 こ 
う 言 いま し た : .! "それ を や め よ 。“” ( 爵 は ) 言い まし た : “な ぜ で す が ? 
。 【 需 言 者 は ) 言い まし た : 「 猫 と 緒 に ( 何 か ) 飲ん だ ら 、 嬉 し いか ?" 
( 男 は ) 言い まし た : “いい え 。 ” (預言 者 は ) 言い まし た : “ ( 今 し が た 
) あな た と 一 緒 に 飲ん だ の は 、 そ れ よ り 悪 いも の 、 つ まり シャ イタ ー ン ( 黒 
嘩 8 の だ の 由 人 アジ ンド と デッラ ー ク テル ミー の 全 ポ り 


























@ 金 や 銀製 の 器 で 飲食 し な いこ と : 


フ ザ イフ ァ ( 彼 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) は 言い まし た : 「 私 は 預言 者 ( 
彼 に アッ ラー か ら の 平安 と 祝福 あれ ) が こう 言う の を 聞き まし た : “ 絹 錦 
を まとっ て は な ら な い 。 そ し て 金 や 銀 で 出来 た 器 で 飲ん だ り 、 食 べた り し て 
は な ら な い 。 そ れ ら は 現世 に お いて 彼ら (不信 仰 者 た ち ) の も の で あり 、 来 
世に お いて は 私 た ちの た め の も の で ある か ら な の だ 。" 」 (アル テ ブ ハー リ 
ー と ムスリム の 伝承 り 

















9 食事 の 仕方 : 


4 サ ヒ ー フ ・ ア ル テ ブ ハー リー (5631) 、 サ ヒー フ ・ ム スリ ム (2028) 。 文章 は ふ ムスリム の も の 。 
5 サ ヒ ー フ ・ ア ル = テ ブ ハ ー リ ー (2352) 、 サ ヒー フ ・ ム スリ ム (2329) 。 文 章 は ふ ムスリム の も の 。 
6 
7 





サ ヒ ー フ ・ ム ふ ムスリム (2025) o 


真正 な 伝承 。、 ム スナ ド ・ ア フ マ ド (7990) 、 ス ナン ・ ア ッ ー ニ ダー リ ミ ー (2052) 。 ア ッ ー ス イル スィ イラ ト ・ ア ッ ー 
サ ヒ ー ハ (175) 参照 。 
8 サ ヒ ー フ ・ ア ル テ ブ ハー リー (5426) 、 サ ヒー フ ・ ム スリ ム (2067) 。 文章 は アル テ ブ ハー リー の も の 。 





1 ニチ アッ プン シ ャ マー リク (人 ( 太 加 ア ッ ラー の てこ 満 憶 あれ ) 人 計 いま し た 

「 ア ッ ラ ー の 使徒 ( 彼 に アッ ラー か ら の 平安 と 祝福 あれ ) は 3 本 の 指 で 食べ 
、 (食べ 終わ っ た 後に は ) 手 を 拭く 前 に それ ら を な め た も の で し た 。」 ( ム 
スリ ム の 伝承 ) 











2 一 アナ ス ( 彼 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) に よれ ば 、 ア ッ ラ ー の 使徒 ( 彼 に ア 
ッ ラ ー か ら の 平安 と 祝福 あれ ) は 食事 する 時 に は 、3 本 の 指 を な め た も の で し 
た 。 ま た こう 言っ た も の で し た : 「 も し 1 口 分 (の 食事 ) が (床や 地面 に ) 落 
ち て し まっ た ら 、 汚 れ を 取り 除い て 食べ る の だ 。 シャ イタ ー ン ( 悪 魔 ) の た 
め に それ を 残し て は な ら な い 。」 そ し て (アッ ラー の 使徒 は ) 器 を (最後 ま 
で ) 綺麗 に 食べ る こと を 命じ まし た 。 彼 は 言っ た も の で す : 「 あ な た 方 は 食 
物 の どこ に 祝福 が ある か 分 か ら な い の だ 。」 (ムスリム の 伝承 














3 一 イブ ン ・ ウ マル (彼ら に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) は 言い まし た : 「 ア 
ッ ラ ー の 使徒 ( 後 は 、 同 席 の 者 た ちの 許可 な し に ナツ メ ヤ シ の 実 を 2 つい っ べべ 


ん に 食べ る こと を 禁じ られ まし た 。」 (アル テ ブ プ ハー リー と ムスリム の 伝承 
0 





4 一 アブ ー・ フ ライ ラ ( 彼 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) に よれ ば 、 預 言 者 ( 
彼 に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は 言い まし た : 「 あ な た 方 は 右手 で 飲 
食し 、 右 手 で 物 の 受け 渡し を する の だ 。 と いう の も シャ イタ ー ン (悪魔 ) こ 
そ は 左手 で 飲食 し 、 左 手 で 物 の 受け 渡し を する か ら で あ る 。」 (イブ ン ・ マ 
ー ジ ャ の 伝承 


@ 食べ る 分 量 : 


ミク ターム * ジ ン ッ マテ ディ ーッ カリ アン (後に アッ ラー の ご 滴 也 あれ ) 島 
言い まし た : 「 私 は 、 ア ッ ラ ー の 使徒 ( 彼 に アッ ラー か ら の 平安 と 祝福 あれ 
) が こう 言う の を 聞き まし た : “人 間 が 満た す 最悪 の 器 と は 、 そ の 胃 に 他 な 
ら な い 。 ア ー ダ ム の 子 ら (人 類 ) は 、 背 中 を 真っ 直ぐ に 支え る だ け の (少量 
の ) 食事 で 十分 な の で ある 。 し か し も し や む を 得 な い 場 合 に は 、 ( 胃 の ) 3 分 
の 1 を 食事 に 、 そ し て も 2 う 3 分 の 1 を 飲み 物 に 、 そ し て も 2 う 3 分 の 1 を (空っぽ の 
まま に し て ) 峡 吸 の め に 当て る の だ | (アデ アッ テ デ ティ ルミ スズ スイー と イブ 
ンー の タージ キ の 伝承 ⑳9 

















@ 食事 に 難癖 を 付け な いこ と : 


アブ ー・ フ ライ ラ ( 彼 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) は 言い まし た : 「 預 言 者 
(後に アッ ラー か ら の 平安 と 祝福 あれ ) が 食べ 物 に 難 刀 を 付け る こと は 、 全 


9 サ ヒ ー フ ・ ム スリ ム (2032) 。 

10 サ ヒ ー フ ・ ム スリ ム (2034) 。 

ロ サ ヒ ー フ ・ ア ル = ニ ブ ハ ー リ ー (2455) 、 サ ヒー フ ・ ム スリ ム (2045) 。 文章 は ムスリム の も の 。 

12 

真正 な 伝承 。 ス ナン ・ イ ブン ・ マ ー ジ ャ (3266) 、 サ ヒー フ ・ ス ナン ・ イ ブン ・ マ ー ジ ャ (2643) 。 ア ッ テ ス ィ ル 


スイ ラ ト ・ ア ッ テ サ ヒー ハ (1236) 参照 。 
13 





真正 な 伝承 。 ス ナン ・ ア ッ ニ ティ ルミ ズ イ ー (2380) 、 サ ヒー フ ・ ス ナン ・ ア ッ ニ ティ ルミ ズィー Q939) 、 ス ナ 
ン ・ イ ブン ・ マ ー ジ ャ (3349) 、 サ ヒー フ ・ ス ナン ・ イ ブン ・ マ ー ジ ャ (2704) 。 文章 は アッ = ニティ ルミ ズィー の 
も の 。 


く あ り ま せん で し た 。 お いし けれ ば 食べ 、 気 に 入ら な い 時 は 手 を 付け ませ ん 
で し た 。」 (アルプ ハー リー と ムスリム の 伝承 ゆり 





@ 食べ 過ぎ な いこ と : 


イブ ン ・ ウ マル ( 彼 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) に よれ ば 、 聞 言 者 は 言い ま 
し た : 「 不 信仰 者 は 7 本 の 腸 (が 満た され る ま ) で 食べる が 、 信 仰 者 は 腸 1 本 
(を 満た す ほ ど に ) 食す る の み で ある 。」 (アル テ ブ ハー リー と ムスリム の 
伝承 ") 





トコ 食事 を ご 馳走 し 、 そ れ に より 人 を 恒 安 させ る こと の 符 : 


デビ 2 ウレ ャ ジジ シャ ゲン ドッ ジー ( 代 ら に デッラ クラー の と ご 満 貸 あ れ ) 仁 
言い まし た : 「 私 は アッ ラー の 使徒 (後に アッ ラー か ら の 平安 と 祝福 あれ ) 
0 こう 言う の 開き まし た 2 八 2 人 に 十分 で あ 
り 、2 人 分 の 食事 は 4 人 (が 食べ る の ) に 十分 で あり 、 分 の 食事 は 8 人 (が 
2 は NNERL 











2 一 アブ ドッ ラー・ ブ ン ・ ア ム メル (彼ら に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) ( 

ば 、 あ る 男 が 預言 者 ( 彼 に ED の 
「 “イス ラー ム に お ける 最善 (の 特質 、 行 為 ) と は 何で すか ?" ( 拓 言 者 は 
) 言い まし た : “食事 を ご 馳走 し 、 知 る 者 に も 知ら な い 者 に も 挨拶 する こと 
で ある 。” 」 (アル テ ブ ハー リー と ムスリム の 伝承 ) 





3 一 アブ ー・ ア イ ユ ー ブ ・ ア ル テ ア ン サ ー リ ー ( 彼 に アッ ラー の ご 満悦 あ 
れ ) は 言い まし た : 「 ア ッ ラ ー の 使徒 ( 彼 に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ 
) は 食べ 物 が 持っ て 来 ら れる と それ を 食べ 、 そ し て 余っ た 分 を 私 に 送っ て く 
だ も の で し た だ 。 中 02 のり の の 令 未 の 








答 食事 を 称え る こと : 


ンジ キー ビル ッッ ジン テン ドッ ラー ( 修 ら に アッ ラー の ご 満 介 あれ) に よれ 
ば 、 預 言 者 ( 彼 に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は パン と 付け 合せ に する 
お か ず を 家族 に 求め あま し た 。 す る と ( 彼 の 家族 は ) 言い まし た : 「“ ( 今 ) 
私 た ちの も と に は 酢 し か あり ませ ん 。” する と 彼 は それ を 持っ て 来 さ せる と 
、 そ れ で パン を 食べ 始め まし た 。 そ し て 言い まし た : “ 酢 は 何と よき 食事 で 
あろ う 。 酢 よ は 何と よき 食事 で あろ う 。” 」 (ムスリム の 伝承 %) 


















































@ 飲み 物 の 中 に 息 を 吹き 込ま な いこ と : 


アブ ー・ サ イー ド ・ ア デル テ フ ド ッ ゥ リー ( 彼 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) は 言 
いま し た : 「 ア ッ ラ ー の 使徒 ( 彼 に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は コッ 








1 サ ヒ ー フ ・ ア ル テ ブ ハー リー (5409) 、 サ ヒー フ ・ ム スリ ム (2064) 。 文章 は アル テ ブ ハー リー の も の 。 
5 サ ヒ ー フ ・ ア ル テ ブ ハー リー (5393) 、 サ ヒー フ ・ ム スリ ム (2060) 。 文章 は ムスリム の も の 。 

16 サ ヒ ー フ ・ ム スリ ム (2059) 。 

7 サ ヒ ー フ ・ ア ル テ ブ ハー リー (6236) 、 サ ヒー フ ・ ム スリ ム (39) 。 文章 は アル テ ブ ハー リー の も の 。 
18 サ ヒ ー フ ・ ム スリ ム (2053) 。 

9 ササ ヒー フ ・ ム スリ ム (2052) 。 








プ の 割れ 目 か ら 飲む こと 、 そ し て 飲み 物 の 中 に 息 を 吹き 込む こと を 禁じ られ 
まし た 。」 (アプ ブー・ ダ ー ウ ー ド と アッ ー テ ィ ル ミズ ィ ー の 伝承 %) 


@ 飲み 物 を 注ぐ 者 自身 が 飲む 順番 は 、 最 後 で やる こと : 


プク ーッ ク ク グー グ (後に デッラ シー の ご 清児 あれ ) は 言い まし た ! デ ッ タ 
ー の 使徒 ( 彼 に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は 私 た ち に 説教 し まし た 。 

- 中 略 - そし て 言い まし た : “人 々 に 飲み 物 を 注ぐ 者 1 よ 、 彼 ら の 中 で 最後 に 

(それ を ) 飲む 者 で ある 。” 」 (ムスリム の 伝承 ?) 

















本 集まっ て 食事 する こと : 


ワ ハ シ ー・ ブ ン ・ ハ ルプ が その 父 、 そ の 父 が その 祖父 か ら 伝 える と ころ に 
よれ ば 、 預 言 者 の 教 友 た ち (彼ら に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) は こう 言い まし 
た : 「 “アッラー の 使徒 よ 、 私 た ち は 食 べ て も 満腹 し ませ ん 。 ” (預言 者 は 
) 言い まし た : “あな た 方 は 別々 に 食べ る の で あろ う 。" (彼ら は ) 言い ま 
し た : “は い 。" (預言 者 は ) 言い まし た : “集まっ て 食事 する の だ 。 そ し 
て 食事 の 際 に アッ ラー の 御名 を 唱え よ 。 (アッ ラー は ) あな た 方 の た め に そ 

層 視 編 を 三 て で 下さ る で ある う 。 ^」 (だ デー グー ウー ド と イジ ンマ 
ー ジ ャ の 伝承 ② 

















@ 客人 を も て な し 、 自 ら 仕 える こと : 


1 一 至高 の アッ ラー は 仰 ら れ ま し た : 本 
あな た に 、 イ ブラ ー ヒ ー ム の 吐い 客人 た ちの 話 は 伝わっ た で あろ う 。 彼ら は 
彼 の も と を 訪れ る と 挨拶 し 、 彼 (イブ ラー ヒー ム ふ ) も 言っ た : 「 あ な た 方 に 
も 平 安 あれ 。 見 慣れ ぬ 方 々 よ 。」 そ し て 彼 は 家族 の も と へ 赴く と 、 太 っ た 子 
和牛 (の 肉 ) を 携え て 来 た 。 そ し て それ を 彼ら に 差し 出し た が 、 (彼ら が それ 
に 手 を 付け よう と し な い の を 見 て ) 言っ た : 「 食 べ な い の で すか ?」 胃 ( ク 
ルアー ン 51 : 24 一 27) 


2ー ア デー シュ ブイ アッ アル 三 カ テア ビー ( 徐 に アデ アッ ラー の ご 清 悦 あれ ) 
に よれ ば 、 ア ッ ラ ー の 使徒 ( 彼 に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は 言い ま 
し た : 「 ア ッ ラ ー と 最後 の 日 を 信じ る 者 は 、 客 和信 を も て な す の だ 。 (最初 の 
) 1 昼夜 は 丁重 に も て な し 、2 日 目 と 3 日 目 は 通常 の も て な し 方 を し 、 そ の 後 ( 
の も て な し ) は ダ タ (慈善 行為 ) で や る 。 そ し て 客 は 、 主 人 が 当惑 する ま 
で 滞在 する こと を 許さ れ な い 。」 (アル テ ブ ハー リー と ムスリム の 伝承 信 




















@ 食事 中 の 座り 方 : 





20 

真正 な 伝承 。 ス ナン ・ ア ブー・ ダ ー ウ ー ド (3722) 、 サ ヒー フ ・ ス ナン ・ ア ブー・ ダ ー ウ ー ド (3165) 、 ス ナン ・ 
アッ テテ ィ ル ミズ イー (1887) 、 サ ヒー フ ・ ス ナン ・ ア ッ テ テ ィ ル ミズ イー (1538) 。 文章 は アブ ー・ ダ ー ウ ー ド 
の も の 。 

” サ ヒ ー フ ・ ム スリ ム (681) 。 
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良好 な 伝承 。 ス ナン ・ ア ブー・ ダ ー ウ ー ド (3764) 、 サ ヒー フ ・ ス ナン ・ ア ブー・ ダ ー ウ ー ド (3139) 、 ス ナン ・ 
イブ ン ・ マ ー ジ ャ (3286) 、 サ ヒー フ ・ ス ナン ・ イ ブン ・ マ ー ジ ャ (2657) 。 文章 は アブ ー・ ダ ー ウ ー ド の も の 。 
2 サ ヒ ー フ ・ ア ル テ ブ ハー リー (6135) 、 サ ヒー フ ・ ム スリ ム (48) 。 文章 は アル ニブ ハー リー の も の 。 








1 一 アプ ブー・ ジ ュ ェ ハイ ファ (後に アッ テー の ご 満悦 あれ ) は 言い まし た : 
「 ア ッ ラ ー の 使徒 (後に アッ ラー か ら の 平安 と 祝福 あれ ) は 言い まし た : “ 
私 は 寄り か か りな が ら 食 べ な い 。” 」 (アル テ ブ ハー リー の 伝承 9 





2 一 アナ ス ( 彼 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) は 言い まし た : 「 私 は 預言 者 ( 彼 に 
アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) が 民 部 を 床 に 付け て 両 腔 を 立て な が ら 座 り 
、 ナ ツメ ヤシ の 実 を 食べ て いる の を 見 まし た 。」 (ムスリム の 伝承 ) 











コーダ ドウ ツラ ーー ジンジャ クズ 2 ルレ (後に アッ ラー の と 滴 例 あれ) 信 軒 WMN ま し た 

「 あ る 時 預言 者 (後に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) に 羊 が 1 頭 贈 られ ま 
し た 。 ア ッ ラ ー の 使徒 (後に アッ ラー か ら の 平安 と 祝福 あれ ) は 両 腔 を つい 
て それ を 食べ まし た が 、 (て で れ を 見 た ) ペド ウィ ン の 男 は 言い まし た : “ そ 
の 座り 方 は 何だ ?” する と (預言 者 は ) 言い まし た : “アッ ラー は 私 を 慎み 
深い し も で べ と され た の で あり 、 高 慢 で 頑 迷 な 者 と は され な か っ た の だ 。" 」 

(アプ ブー・ ダ ー ウ ー ド と イブ ン ・ マ ー ジ ャ の 伝承 ⑳ 

















⑯ 忙し い 者 の 食事 の 仕方 : 








アナ ス (彼ら に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) は 言い まし た : 「 ア ッ ラ ー の 使徒 
( 彼 に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) の も と に 、 ナ ツメ ヤシ の 実 が 持っ て 
来 ら れ ま し た 。 預言 者 (後に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は (その 時 彼 
が 従事 し て いた 仕事 ゆえ に ) それ を 急い で (人 々 に ) 分 配 す る と 、 そ れ を 手 
時 食べ まし た | また ハイ ル の 信也 に は こう あり ます ナ : 「 生 きき 立て られ 
る よう に 食べ まし た 。 」 (ムスリム の 伝承 ②⑳ 

















@ 水 の 容器 に 蓋 を し 、 寝 る 前 に そこ に アッ ラー の 御名 を 唱え る こ 
の 


MemE2K ソ マグ グマ デン ドウ ジー 0 似 ら に デック ジー の き 筒 児 あれ) 
ば 、 ア ッ ラ ー の 使徒 ( 彼 に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は 言 本 
「 - 中 略 - そし て 扉 を 閉め 、 ア ッ ラ ー の 御名 を 唱え よ 。 そ し て 灯り を 消し 、 
アッ ラー の 御名 を 唱え よ 。 ま た 水 袋 (の ロ ) を 閉じ 、 ア ッ ラ ー の 御名 を 唱え 
よ 。 そ し て そこ に 何 か を 載せ る だ け で も よい か ら 、 容 器 に 蓋 を し 、 ア ッ ラ ー 
の 御名 を 唱え よ 。」 (アル テ ブ ハー リー と ムスリム の 伝承 9) 























@ 使用 人 と 共に 食事 する こと : 


アブ ー・ フ ライ ラ ( 彼 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) に よれ ば 、 預 言 者 ( 彼 に 
アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は 言い まし た : 「 使 用 人 が あな た 方 に 食べ 
物 を (作り 、 そ れ を ) 携え て や っ て 来 て 、 そ し て 彼 が あな た 方 と 共に 座っ て 








4 サ ヒ ー フ ・ ア ル テ ブ ハー リー (5398) 。 

2 サ ヒ ー フ ・ ム スリ ム (2044) 。 
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真正 な 伝承 。 ス ナン ・ ア ブー・ ダ ー ウ ー ド (3777) 、 サ ヒー フ ・ ス ナン ・ ア ブー・ ダ ー ウ ー ド (3207) 、 ス ナン ・ 
イブ ン ・ マ ー ジ ャ (3263) 、 サ ヒー フ ・ イ ブン ・ マ ー ジ ャ (2640) 。 文章 は イブ ン ・ マ ー ジ ャ の も の 。 

327 サ ヒ ー フ ・ ム スリ ム (2044) 。 

3 サ ヒ ー フ ・ ア ル テ ブ ハー リー (3280) 、 サ ヒー フ ・ ム スリ ム (2012) 文章 は アル テ ブ ハー リー の も の 。 








食べ な い の な ら 、 彼 に (その 量 や 状況 に 応じ て ) 1 食 か 2 食分 、 あ る い は 1 口 か 
2 ロ 分 食べ させ て や る の だ 。 彼 は (それ を 調理 する た め ) 著 さ や (火傷 な どの 
) 怪我 を 我慢 し た の で ある か ら 。」 (アル テ ブ ハー リー と ムスリム の 伝承 ) 

















@ 夕食 が 用 意 さ れ た ら 、 プ シィ バー ( 夜 の 礼拝 ) を 急 が な いこ と : 


アナ ス ( 彼 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) に よれ ば 、 預 言 者 ( 彼 に アッ ラー か ら 
の 祝福 と 平 安 あれ ) は 言い まし た : 「 夕 食 が 用 意 さ れ 、 そ し て アプ シィ ー ( 夜 
の 礼拝 ) が 始ま っ た ら 、 先 に 夕食 に 取り 掛か る の だ 。」 (アル テ ブ ハー リー 
と ムスリム の 伝承 9 





人 の 皿 か らい か に 食べ る か : 


イブ ン ・ ア ッ パ バース (彼ら に アッ ラー の ご 滴 悦 あれ ) に よれ ば 、 預 言 者 ( 
彼 に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は 言い まし た : 「 食 事 す る 時 は 皿 の 上 
の 方 か ら で は な く 、 下 の 方 (手前 ) か ら 食 べ る の だ 。 と いう の も 祝福 は 皿 の 
50 ら ド の て の の の で ある の 、 | 9 ラン クー ツボ クイ クアン マラ 
ジャ の 伝承 ") 





問 食事 を し た り 、 ミ ルク を 飲ん だ りす る 時 の 言動 : 


1 一 イブ ン ・ ア ッ バ パー ス (彼ら に アッ ラー の ご 満 違 あ れ ) に よれ ば 、 - 中 
略 - アッ ラー の 使徒 (後に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は 言い まし た : 
「 食 事 を する 時 は 、 こ う 言 うら の だ : “アッ ラー よ 、 こ れ を 私 た らち に と っ て 祝 
福 深い も の と し て 下さ い 。 そ し て これ より よき も の を 私 た ち に お 恵み 下さ い 
の まだ ミユ ル ク グ を 飲 お 時 に は と こう 言う の だ デッラ テー よ 、 て れ を 稚 志 ち 
に と っ て 祝福 深い も の と し て 下さ い 。 そ し て これ を 私 た ち に 、 豊 富 に お 恵 
下さ い 。 (それ 自体 で ) 食べ 物 と 飲み 物 の 代わ り に な る の は 、 ミ ルク し か な 
NO お 2 つり | チク デ マッ グー アド ちら ゲ デッラ ディ ルル ミス リー の 信 志 ⑨② 














2 一 イブ プン ・ ア ッ バ パー ス (彼ら に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) に よれ ば 、 預 言 者 ( 
彼 に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は ミル ク を 飲ん だ 後 、 水 を 持っ て 来 さ 
せ て うがい を し まし た 。 そ し て 言い まし た : 「 ミ ルク に は 脂肪 分 が ある か ら 
(デル ョ ブ バ ハバ ー リ ー よ ぶり の 信 才 9 





@ 食後 に 言う 言葉 : 


2 ササ ヒー フ ・ ア ル テ ブ ハー リー (5460) 、 サ ヒー フ ・ ム スリ ム (1663) 。 文章 は アル テ ブ ハー リー の も の 。 

3 ササ ヒー フ ・ ア ル テ ブ ハー リー (5463) 、 サ ヒー フ ・ ム スリ ム (557) 。 文章 は アル ニテ ブ ハ ー リ ー の も の 。 
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真正 な 伝承 。 ス ナン ・ ア ブー・ ダ ー ウ ー ド (3772) 、 サ ヒー フ ・ ス ナン ・ ア ブー・ ダ ー ウ ー ド (3206) 、 ス ナン ・ 
イブ ン ・ マ ー ジ ャ (3277) 、 サ ヒー フ ・ イ ブン ・ マ ー ジ ャ (2650) 。 文章 は アブ ー・ ダ ー ウ ー ド の も の 。 
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良好 な 伝承 。 ス ナン ・ ア ブー・ ダ ー ウ ー ド (37300 、 サ ヒー フ ・ ス ナン ・ ア ブー・ ダ ー ウ ー ド (3173) 、 ス ナン ・ 
アッ テテ ィ ル ミズ イー (3455) 、 サ ヒー フ ・ ス ナン ・ ア ッ = テ ティ ルミ ズ ィ イー (2749) 。 文 章 は アブ ー・ ダ ー ウ ー ド 
の も の 。 

3 ササ ヒー ブフ ・ ア テル テ ブ ハー リー (211) 、 サ ヒー フ ・ ム スリ ム (358) 。 文章 は ふ ス リム の も の 。 


1 一 ム ア ー ズ ・ ブ ン ・ ア ナス (彼ら に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) に よれ ば 、 
アッ ラー の 使徒 (後に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は 言い まし た : 「 食 
2 [ 在 し な いと ころ に お いて 、 こ の 食事 を 私 
に お 恵み に な られ た アッ ラー に こそ 全て の 賞賛 あれ 。” と 言っ た 者 は 、 そ れ 
生還 PC 還 生 に らら ウニ 2 ググ だそ 補 
ー ジ ヤキ の 伝承 る 





2 一 アブ ー・ ウ マー マ ( 彼 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) に よれ ば 、 聞 言 者 ( 
彼 に アッ ラー 2 
「 限 りな い 、 素 晴らし い 、 祝 福 さ れ た 讃 美 で 私 た ちの 主 ア ッ ラ ー を 称え ます 
、 衝 た ちの 主 よ 、 (か れ に 対し て の ) 議 美 人 は これ で 充分 と いう こと は な く 、 
まだ それ は 途絶 える こと も な く 、 か つ 不 可 欠 で す 。」 (アルテア パー リー の 
伝承 めぐ) 








3 一 アブ ー・ ア イエ ユー ブ ・ ア ル テ = テ アンサー リー ( 彼 に アッ ラー の ご 満悦 あ 
れ ) は 言い まし た : 「 ア ッ ラ ー の 使徒 ( 彼 に アッ ラー か ら の 平安 と 祝福 あれ 
人 











ませ られ 、 そ し て それ ら NM を 容易 に か つ そ の ( 排 洪 
の ) た め の 出 口 を 創っ て 下さ っ た アッ ラー に こそ 全 前 生 の 

















ー・ ダ ー ウ ー ド の 伝承 % 


4 一 アナ ス ( 彼 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) は 言い まし た : 「 ア ッ ラ ー の 使 
徒 ( 彼 に アッ ラー か ら の 平安 と 祝福 あれ ) は 言い まし た : “実に アッ ラー は 
、 し ゃ も べ が 食べ 物 を 食べ て 、 そ れ ゆ え に ア ッ ラ ー を 賞 大 す る こと を お 悦び に 
な られ る 。 あるいは (し も べべ が ) 飲み 物 を 飲ん で 、 そ れ ゆ え に ア ッ ラ ー を 賞 
替 す る こと を お 悦び に な られ る 。 ” 」 (ムスリム の 伝承 %) 






































RM よ 、 あ な た は (私 た ち に ) 食べ させ 、 飲 ませ 、 (私 た ちら を 
) 豊か に し 、 与 え 、 導 き 、 電 SOD  7 て ) あな た が お 恵み 

Re 全て の 賞 秦 は あな た に こそ ある の で す 。」 (アフ マ ド 
2 











6 ニー アナ スズ (人 彼 基 アッ ラー の と ご 油層 あれ ) は 言い よし た : ! デ ッ テ ラー の 便 
徒 ( 彼 に アッ ラー か ら の 平安 と 祝福 あれ ) は 言い まし た : “アッ ラー が お 恵 
み に な っ た ある 恩恵 に 対し て 、 し も べべ が 「 ア ッ ラ ー に 全て の 賞 埋 あれ 」 と 言 
えば 、 彼 は 彼 の 得 た その 恩恵 より も も っ と よい も の を 授かる で あろ う 。” 」 
(イブ ン ・ マ ー ジ ャ の 伝承 9) 






































】 客 の 入室 と 退出 の 頃合 : 
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良好 な 伝承 。 ス ナン ・ ア ブー・ ダ ー ウ ー ド (4023) 、 サ ヒー フ ・ ス ナン ・ ア ブー・ ダ ー ウ ー ド (3394) 、 ス ナン ・ 
イブ ン ・ マ ー ジ ャ (3285) 、 サ ヒー フ ・ イ ブン ・ マ ー ジ ャ (2656) 。 文章 は アブ プー・ ダ ー ウ ー ド の も の 。 

5 サ ヒ ー フ ・ ア ル テ ブ ハー リー (5458) 。 

%⑯ 真正 な 伝承 。 ス ナン ・ ア ブー・ ダ ー ウ ー ド (3851) 、 サ ヒー フ ・ ス ナン ・ ア ブー・ ダ ー ウ ー ド (3261) 。 

3 サ ヒー フ ・ ム スリ ム (2784) 。 

8 真正 な 伝承 。 ム スナ ド ・ ア フ マ ド (16712) 。 ア ッ ニ スイ ルス イラ ト ・ ア ッ ニ テ サ ヒー ハ (?71) 参照 。 

39 良好 な 伝承 。 ス ナン ・ イ ブン ・ マ ー ジ ャ (3805) 、 サ ヒー フ ・ イ ブン ・ マ ー ジ ャ (3067) 。 














至高 の アッ ラー は 仰 ら れ ま し た : 皿 
信仰 する 者 た ちよ 、 預 言 者 の 家 に 食事 に 呼ば れん て も 、 そ の 準備 が され る の を 
待た ず に 入っ て 来 て は な ら な い 。 そ し て (入り な さい 、 と ) 呼ば れ た 時 に 、 
初め て 入る の だ 。 食 事 が 終わ っ た ら 解 散 し 、 く つろ いで 長 話 に 紫 っ て は な ら 
な い ・・・ 四 (クル アー ン 33 : 53) 


 ) 食事 を 振舞 っ た 者 に 対す る 、 客 の が ゥ デー (祈願 ) 





1 一 「 ア ッ ラ ー よ 、 あ な た が 彼ら に お 恵み に な っ た も の に お いて 、 彼 ら を 祝福 
し て 下さ い 。 そし て 彼ら を お 薇 し に な り 、 彼 ら に ご 慈悲 を お か け 下 さい 。」 
(ムスリム の 伝承 ) 


2 一 アナ ス ( 彼 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) に よれ ば 、 預 言 者 ( 彼 に アッ ラー か 
ら の 祝福 と 平安 あれ ) が サ ア ド ・ ブ ン ・ ウ バー ダ を 訪問 し た 時 、 彼 ( サ ア ド 
) は パン と 油 を 持っ て 来 ま し た 。 預言 者 (後に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あ 
れ り ほそ れ を 食べ る と 、 こ と こう 言い まし た 「 あ な た 方 の も と で ゲー アス 

“た ち が ダグ クス ( 斎 戒 、 い わ ゆ る 断食 ) を 解き 、 正 し く よ き 人 々 が あな た 方 の 
食べ 物 を 食べ 、 あ な た 方 に 対し 天使 た ちら が お 赦し を 祈っ て くれ ます よう に 。 

(2 の の の 用 m ま と イブ アン ッッ シーツ ギ の 信 示 の 



































@ 飲み 物 を 与え ん て くれ た 、 あ る い は そう し よう と し た 者 へ の が み 
デー (祈願 ) : 


「 ア ッ ラ ー よ 、 私 に 食事 を 施し た 者 に 食事 を 恵み た まえ 。 そ し て 私 に 飲み 物 を 与 
えた 者 に 飲み 物 を 与え た まえ 。」 (ムスリム の 伝承 


9 サ ヒ ー フ ・ ム スリ ム (2042) 。 
1 訳者 注 : つま り サ ウム を 行う 者 の こと 。 





真正 な 伝承 。 ス ナン ・ ア ブー・ ダ ー ウ ー ド (3854) 、 サ ヒー フ ・ ス ナン ・ ア ブー・ ダ ー ウ ー ド (3263) 、 ス ナン ・ 
イブ ン ・ マ ー ジ ャ (1747) 、 サ ヒー フ ・ イ ブン ・ マ ー ジ キャ (1418) 。 
8 サ ヒ ー フ ・ ム スリ ム (2055) 。 


